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◊
母
校
東
京
工
大
学
長
に
山
内
俊
吉
教
授
新
任
◊
窯
業

コ
ー
ス
卒
業 

論
文
発
表
会
◊
窯
業
協
会
第
一
二
回
表
彰

受
賞
者
◊
工
学
博
士
授
与
◊
工
業
材
料
研
究
所
発
足
◊

学
位
論
文
公
聴
会
◊
退
職
の
三
氏 

故
熊
沢
先
生
墓
石

建
立
◊
会
員
訃
報 

  

挨  
 

拶 
 

会
長 

大 

野 

政 

吉 
 

同
窓
並
に
窯
業
関
係
の
皆
様
に
は
い
つ
も
御
健
在
で
、

窯
業
界
発
展
の
為
に
御
活
躍
大
慶
に
存
じ
上
げ
ま
す
。
窯

業
同
窓
会
も
各
位
の
熱
心
な
御
協
力
に
よ
り
相
互
の
連

絡
と
互
助
等
に
よ
っ
て
益
々
隆
盛
と
な
り
、
窯
業
界
発
展

に
大
き
な
推
進
力
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
誠
に
御
同
慶

に
堪
え
ま
せ
ん
。
小
生
先
般
の
総
会
で
再
び
会
長
に
推
さ

れ
恐
縮
し
て
お
り
ま
す
が
、
老
齢
乍
ら
頑
健
で
あ
り
ま
す

の
で
各
位
の
御
支
援
を
得
て
、
会
の
向
上
に
努
め
た
い
と

存
じ
ま
す
か
ら
宣
敷
御
願
い
し
ま
す
。 

さ
て
、
昭
和
三
十
三
年
は
吾
々
会
員
に
と
つ
て
永
く
印

象
に
残
る
様
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
即
ち
㈠
山
内
教
授

が
母
校
工
大
学
長
に
就
任
さ
れ
た
こ
と
、
㈡
大
先
輩
の
熊

沢
治
郎
吉
、
笹
井
熊
之
助
、
堅
田
欽
次
の
三
氏
が
永
眠
さ

れ
た
こ
と
、
㈢
東
海
支
部
が
結
成
さ
れ
た
こ
と
な
ど
で
あ

り
ま
す
。 

山
内
教
授
の
工
大
学
長
就
任
経
過
は
別
記
の
様
に
学

内
の
与
望
を
負
う
て
就
任
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
母
校

の
同
窓
か
ら
推
さ
れ
た
の
は
山
内
教
授
が
最
初
で
而
も

窯
業
の
同
窓
で
あ
る
こ
と
は
特
に
窯
業
関
係
者
の
喜
に

堪
え
な
い
所
で
、
一
同
に
代
り
心
か
ら
な
る
御
祝
詞
を
申

し
上
げ
ま
す
。
ど
う
ぞ
御
自
愛
の
上
良
き
工
大
学
長
で
あ

る
と
同
時
に
吾
が
邦
科
学
教
育
と
工
業
の
振
興
に
御
活

躍
を
祈
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。 

故
熊
沢
治
郎
吉
氏
は
明
治
三
十
年
卒
業
の
大
先
輩
で

あ
る
が
、
本
年
六
月
二
日
に
八
十
六
才
の
長
寿
を
全
う
さ

れ
永
眠
さ
れ
た
。
氏
は
岐
阜
県
陶
器
学
校
長
、
東
京
工
業

試
験
所
第
三
部
長
其
他
及
び
大
正
六
年
か
ら
昭
和
六
年

に
亘
り
母
校
窯
業
科
の
講
師
を
さ
れ
る
な
ど
四
十
有
五

年
の
間
窯
業
教
育
機
関
、
試
験
研
究
機
関
及
び
窯
業
協
会

其
の
他
を
通
じ
吾
が
窯
業
界
の
発
展
に
大
き
な
御
功
績

を
顕
わ
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。 

故
笹
井
熊
之
助
氏
は
明
治
三
十
七
年
に
卒
業
さ
れ
て

品
川
白
煉
瓦
株
式
会
社
に
入
社
大
阪
工
場
、
湯
本
工
場
を

歴
任
し
耐
火
煉
瓦
製
造
技
術
今
日
の
降
盛
の
基
盤
を
築

い
た
先
輩
の
一
人
で
あ
り
ま
す
。
昭
和
二
年
に
同
社
を
退

き
合
資
会
社
三
和
商
会
を
創
立
し
て
事
業
を
進
め
た
が
、

昭
和
十
年
美
濃
窯
業
株
式
会
社
取
締
役
技
師
長
に
就
任
、

こ
こ
で
も
永
年
の
技
術
を
発
揮
し
大
き
な
功
績
を
残
さ

れ
、
昭
和
二
十
年
後
進
に
途
を
開
く
為
辞
任
さ
れ
た
。
一

月
二
十
七
日
に
永
眠
さ
る
。
享
年
七
十
七
才
で
あ
り
ま
し

た
。 故

堅
田
欽
次
氏
は
明
治
四
十
年
に
卒
業
さ
れ
品
川
白

煉
瓦
株
式
会
社
に
入
社
湯
本
工
場
、
平
工
場
に
勤
務
し
た

が
、
大
正
十
四
年
に
退
社
し
、
昭
和
三
年
一
月
に
福
島
県

平
町
に
磐
城
シ
ャ
モ
ッ
ト
煉
瓦
製
造
所
を
創
立
し
、
昭
和

十
二
年
に
株
式
会
社
と
し
自
ら
社
長
と
な
り
経
営
に
当

ら
れ
た
。
昨
年
は
目
出
た
く
創
業
三
十
年
を
迎
え
た
が
、

資
力
の
乏
し
い
個
人
経
営
の
小
企
業
で
苦
難
の
道
を
切

抜
け
て
今
日
に
至
っ
た
の
に
は
敬
服
し
て
い
る
。
こ
れ
は

氏
が
学
生
時
代
ボ
ー
ト
の
選
手
で
き
た
え
た
強
健
な
心

身
が
昨
年
に
至
る
ま
で
頑
健
な
身
体
を
も
ち
続
け
、
加
え

て
明
朗
澗
達
な
気
概
が
変
ら
な
か
っ
た
為
で
あ
る
。
こ
の

様
に
し
て
氏
は
耐
火
物
界
に
大
き
な
功
績
を
残
し
去
る

四
月
四
日
に
七
十
六
才
の
長
寿
を
全
う
さ
れ
永
眠
さ
れ

た
。 以

上
熊
沢
、
笹
井
、
堅
田
の
三
先
輩
及
び
本
年
物
故
さ

れ
た
井
上
、
谷
沢
、
西
尾
の
各
氏
生
前
の
御
功
績
を
感
謝

し
御
冥
福
を
御
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

最
後
に
別
記
の
様
に
本
会
に
始
め
て
の
東
海
支
部
が

創
設
さ
れ
ま
し
た
。
同
方
面
の
同
窓
各
位
の
御
協
力
を
感

謝
し
今
後
の
御
発
展
を
お
祈
り
し
ま
す
。 
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御 

挨 

拶 

山 

内 

俊 

吉 

 

今
般
は
か
ら
ず
も
学
長
に
選
挙
さ
れ
八
月
一
日
正
式

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。 

も
と
よ
り
そ
の
任
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
最
善
を
つ
く

し
て
母
校
の
発
展
の
た
め
に
努
力
す
る
つ
も
り
で
あ
り

ま
す
か
ら
、
何
卒
今
迄
以
上
に
御
支
援
御
鞭
韃
の
程
御
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

実
は
六
月
九
日
に
工
業
材
料
研
究
所
長
に
選
出
さ
れ
、

六
月
十
三
日
に
正
式
発
令
同
所
々
長
に
専
任
さ
れ
ま
し

た
が
、
学
長
就
任
と
同
時
に
工
業
材
料
研
究
所
長
事
務
取

扱
と
な
り
、
併
せ
て
附
属
工
業
高
等
学
校
々
長
事
務
取
扱

を
も
兼
ね
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
当
分
学
部
教
授

も
併
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
何
卒
よ
ろ
し
く
御
願

い
い
た
し
ま
す
。 

工
業
材
料
研
究
所
は
既
に
御
承
知
の
こ
と
と
思
い
ま

す
が
、
窯
業
研
究
所
と
建
築
材
料
研
究
所
と
を
併
合
し
発

展
的
解
消
し
て
出
来
た
研
究
所
で
あ
り
ま
す
。 

窯
業
研
究
所
は
、
申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
く
窯
業
界
の

御
援
助
の
も
と
に
昭
和
十
八
年
平
野
耕
輔
先
生
を
中
心

と
し
て
出
発
し
た
研
究
所
で
あ
り
ま
す
。
当
時
諸
会
社
か

ら
総
額
五
十
万
円
の
大
金
を
い
た
だ
き
三
十
万
円
で
四

百
坪
の
建
物
を
建
て
、
残
り
の
二
十
万
円
で
設
備
に
あ
て

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
戦
時
中
で
建
物
の
許
可

が
得
ら
れ
ず
つ
づ
い
て
終
戦
と
な
り
貨
幣
価
値
の
下
落

の
為
如
何
と
も
出
来
ず
建
物
が
な
い
ま
ま
に
現
在
に
及

ん
で
い
ま
す
。
そ
こ
で
窯
業
研
究
所
建
設
後
援
会
の
資
金

は
先
般
後
援
会
理
事
会
に
図
り
、
設
備
に
一
部
使
っ
た
残

り
四
十
万
余
円
を
工
業
材
料
研
究
所
後
援
会
を
つ
く
り

こ
れ
に
移
し
ま
し
た
。 

こ
の
様
に
し
て
窯
業
研
究
所
と
し
て
の
活
動
は
終
止

符
を
打
ち
、
工
業
材
料
研
究
所
と
し
て
出
発
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
工
業
材
料
研
究
所
は
今
後
旧
建
築
材
料
研

究
所
の
建
物
を
中
心
と
し
て
集
ま
る
こ
と
に
計
画
中
で

あ
り
、
現
在
材
料
物
性
第
一
、
同
第
二
、
無
機
材
料
第
一
、

同
第
二
、
焼
結
材
料
、
特
殊
金
属
材
料
、
材
料
応
用
の
七

部
門
か
ら
な
っ
て
い
る
が
、
将
来
無
機
材
料
第
三
、
そ
の

他
の
部
門
増
が
考
え
ら
れ
、
更
に
有
機
部
門
を
も
含
ん
だ

大
研
究
所
に
な
る
こ
と
で
せ
う
。 

窯
業
研
究
所
が
な
く
な
っ
た
こ
と
は
誠
に
淋
し
い
気

が
い
た
し
ま
す
が
、
今
後
工
業
材
料
研
究
所
の
発
展
と
共

に
そ
の
礎
石
で
あ
っ
た
窯
業
研
究
所
の
名
は
永
久
に
残

る
こ
と
で
あ
り
ま
せ
う
。 

今
日
迄
、
皆
さ
ん
が
窯
業
研
究
所
に
寄
せ
ら
れ
た
並
々

な
ら
ぬ
御
支
援
に
対
し
兹
に
心
か
ら
感
謝
申
し
あ
げ
る

と
共
に
今
後
窯
業
研
究
所
時
代
と
全
く
同
様
に
工
業
材

料
研
究
所
を
可
愛
が
っ
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
を
切
に

御
願
い
申
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

簡
単
で
あ
り
ま
す
が
学
長
就
任
の
御
挨
拶
を
兼
ね
て

窯
業
研
究
所
の
そ
の
後
の
御
報
告
並
に
工
業
材
料
研
究

所
に
関
し
御
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

 

窯
業
同
窓
会
総
会
と
懇
親
会 

昭
和
三
十
三
年
四
月
二
十
四
日 

於 

蔵
前
工
業
会
館 

 

総  

会  
 

司
会 

田
賀
井
秀
夫 

一
、
会 

長 

挨 

拶 
 

大
野
政
吉
会
長 

一
、
会 

務 

報 

告 
 

別
記
会
計
報
告
と
併
せ
て
承
認 

一
、
規
約
改
正
の
件 

別
記
の
様
に
改
正
を
承
認 

一
、
役
員
改
選
の
件 

先
づ
会
長
選
挙
の
為
、
仮
議
長
森 

谷
太
郎
氏
が
選
出
さ
れ
選
挙
の

方
法
を
図
っ
た
結
果
満
場
留
任

に
賛
成
し
た
の
で
議
長
を
大
野

氏
と
代
る
。
大
野
会
長
は
留
任
挨

拶
後
副
会
長
及
幹
事
の
選
出
方

法
を
図
っ
た
結
果
会
長
一
任
と

な
っ
た(

後
日
常
任
幹
事
会
に
於

て
副
会
長
は
留
任
、
幹
事
は
別
記

の
通
り
選
出
し
た) 

以
上
で
総
会
議
事
を
終
る
。 

 

一
、
卒
業
五
十
年(

明
治
四
十
一
年)

の
大
野
一
造
、
亀
啓

三
郎
、
小
林
作
平
の
三
氏
へ
記
念
品(

辻
晋
六
作
花

生)

贈
呈 

一
、
卒
業
五
十
年
の
三
氏
謝
辞 

一
、
山
内
副
会
長
よ
り
母
校
の
近
況
報
告
が
あ
っ
て
閉
会

し
た
。 

 

懇 

親 

会 

カ
ク
テ
ル
パ
ー
テ
ィ
式
宴
会
に
よ
り
老
若
同
窓
が
歓

談
、
盛
会
裡
に
会
を
閉
じ
た
。(

出
席
八
十
七
名) 

尙
日
木
硝
子
株
式
会
社
及
大
野
政
吉
、
倉
田
元
治
両
氏

よ
り
ビ
ー
ル
の
御
寄
贈
が
あ
り
、
佐
々
木
硝
子
株
式
会
社

か
ら
は
名
入
コ
ッ
プ
を
多
数
寄
贈
さ
れ
、
又
多
数
の
方
々

か
ら
事
業
資
金
の
御
寄
附
を
頂
い
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。 

  

昭
和
三
十
二
年
度
窯
業
同
窓
会
収
支
決
算
書 

収
入
の
部 

 

金 

一
四
六
、
三
八
一
円 

収
入
総
額 

 
 

内 
 

訳 

六
、
八
七
二
円 

前
年
度
繰
越
金 

二
五
、
五
〇
〇
円 

事
業
寄
附
金(

六
七
名
分) 

 

六
二
、
〇
〇
〇
円 

特
別
事
業
寄
附
金 

(

名
古
屋
に
て) 

 

 
 

 

五
二
、
〇
〇
〇
円 

会
誌
第
四
号
広
呰
掲
載
料 



東京工業大学 窯業同窓会  

会誌 第 5 号 

3 

 

 
 
 

 

九
円 

 

預
金
利
子 

 

支
出
の
部 

 

金 
一
四
三
、
四
七
〇
円 

支
出
総
額 

 

 
 

内 
 

訳 

 
 

 
 

六
二
、
〇
〇
〇
円 

名
古
屋
で
の 

総
会
、
懇
親
会
補
助 

 

七
四
、
一
二
〇
円 

会
誌
第
四
号
印
刷
諸
費 

 

七
、
二
二
〇
円 

右
発
送
費 

 

 
 
 

 
 

二
二
〇
円 
雑
支
出 

 
 

差
引
残
高 

金 
 
 

二
、
九
一
一
円 

次
年
度
へ
繰
越
金 

右
の
通
り
報
告
し
ま
す 

 

昭
和
三
十
三
年
四
月
二
十
四
日 

 

会
計
幹
事 
近
藤
、
杉
浦 

  

窯 

業 

同 

窓 

会 

規 

約 
 
 

昭
和
三
十
三
年
四
月
二
十
四
日
改
正 

一
、
本
会
は
窯
業
同
窓
会
と
称
す 

二
、
本
会
は
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
り
窯
業
界
の
向
上
発

展
を
期
す
る
を
以
っ
て
目
的
と
す
る 

三
、
本
会
は
事
務
所
を
東
京
都
目
黒
区
大
岡
山
東
京
工
業

大
学
内
に
置
く 

四
、
本
会
は
第
二
条
の
目
的
を
達
成
す
る
為
に
左
の
事
業

を
行
う 

㈠
窯
業
懇
談
会 

㈡
見
学
会 

㈢
名
簿
発
行 

㈣

そ
の
他
幹
事
会
で
必
要
と
認
め
た
事
業 

五
、
本
会
々
員
は
東
京
工
業
大
学
窯
業
関
係
者
を
以
て
組

織
す
る 

六
、
本
会
の
経
費
は
会
員
そ
の
他
よ
り
の
事
業
寄
附
金
、

そ
の
他
の
収
入
を
以
て
支
弁
す
る
。
会
計
年
度
は
毎

年
四
月
に
始
り
翌
年
三
月
に
終
る
。 

七
、
本
会
は
毎
年
度
始
め
に
総
会
を
開
き
左
の
事
を
行
う
。

但
し
、
幹
事
会
の
議
決
に
よ
り
文
書
に
よ
る
こ
と
が

出
来
る
。 

㈠
会
務
の
報
告 

㈡
役
員
の
改
選 

㈢
規
約
の
改

正 

㈣
其
他 

八
、
本
会
に
左
の
役
員
を
お
き
任
期
は
二
カ
年
と
す
る
。

但
し
、
再
選
は
差
支
え
な
い 

㈠
会 

長 

一
名 

 

㈡
副
会
長 

 

五
名 

 

㈢
幹 

事 

若
干
名 
 

㈣
常
任
幹
事 

五
名 

九
、
会
長
、
副
会
長
及
び
幹
事
は
総
会
で
選
出
す
る
。
常

任
幹
事
は
幹
事
の
互
選
と
す
る
。 

一
〇
、
会
長
は
本
会
を
総
理
し
、
副
会
長
は
会
長
、
事
故

あ
る
時
、
代
行
す
る
。
常
任
幹
事
は
会
務(

庶
務
、
金

計)

を
処
理
す
る
。
幹
事
は
本
会
の
重
要
亊
項
を
審

議
し
、
常
時
地
方
各
職
場
並
び
に
ク
ラ
ス
等
の
状
況
、

移
動
及
び
本
会
に
対
す
る
意
見
等
を
通
報
す
る
も

の
と
す
る
。 

一
一
、
本
会
に
支
部
を
置
く
こ
と
が
出
来
る
。 

支
部
は
本
部
と
連
絡
を
密
に
し
本
会
の
発
展
に
協

力
す
る
。 

 窯
業
同
窓
会
役
員 

昭
和
三
十
三
年
四
月
改
選 

会 

長  
大 

野 

政 

吉 

副
会
長  
江
副
孫
右
衛
門 

  

浮
洲 

武
彦  

久
保 
季
吉  

 

山
内 

俊
吉  

倉
田 
元
治 

 

井
上 

英
吉 (

大
二) 
大
塚 

喜
藏(

大
三) 

大
村 

関
齊(

大
四) 
各
務 

鉱
三(

大
五) 

榎
本 

修
二(

大
六) 

鈴
木 
保
雄(

大
七) 

村
上 

三
五
朗(

大
八) 

伊
藤 
亮(
大
九) 

中
野 

義
雄(

大
一
〇) 

石
塚 

正
信(
大
一
一) 

野
村 

三
治
大(

大
一
一) 

若
林 

滋(

大
一
二) 

稲
生 

謙
次(

大
一
三) 

江
副 

勇
馬(

大
一
四) 

松
尾 

義
人(

大
一
五) 

伊
奈 

辰
次
郎(

昭
二) 

小
島 

豊
之
進(

昭
二) 

名
和 

二
郎(

昭
三) 

川
畑 

健
雄(

昭
四) 

野
口 

長
次(

昭
五) 

辻 

晋
六(

昭
六) 

 

森
谷 

太
郎(

昭
七) 

鈴
木 

信
一(

昭
八) 

村
松 

庄
治(

昭
九) 

水
野 

茂
樹(

昭
一
〇) 

檜
山 

真
平(

昭
一
〇) 

稲
村 

泰(

昭
一
一) 

伊
藤 

正
三(

昭
一
二) 

田
賀
井
秀
夫(

昭
一
三) 

大
河
原 

晋(

昭
一
四) 

素
木 

洋
一(

昭
一
五) 

弘
瀬
庸
之
助(

昭
一
六) 

加
藤 

政
良(

昭
一
六) 

境
野 

照
雄(

昭
一
七) 

毛
利 

純
一(

昭
一
七) 

田
端 

精
一(

昭
一
八) 

近
藤 

連
一(

昭
一
九) 

松
本 

三
則(

昭
二
〇) 

鈴
木 

弘
茂(

昭
二
一) 

伊
藤 

善
髙(

昭
二
一) 

長
谷
川 

泰(

昭
二
二) 

浜
野 

健
也(

昭
二
三) 

赤
尾 

洋
二(

昭
二
三
専) 

大
内
三
男(

昭
二
三
専) 

杉
浦 

孝
三(

昭
二
四) 

島
田 

信
郎(

昭
二
五) 

山
内 

尙
隆(

昭
二
六) 

浅
野 

正
和(

昭
二
七) 

安
竹 

了
知(

昭
二
八) 

 

野
木
平
八
郎(

昭
二
八
新) 

古
丸 

勇(

昭
二
九) 

小
川 

秀
治(

昭
三
〇) 

中
村 

敦(

昭
三
一) 

西 

晴
哉(

昭
三
二) 

新
井 

博
之(

昭
三
三) 

浅
野
修
二(

昭
三
〇
技) 

沢
田 

正
吾(

昭
一
七
技) 

鈴
木
哲
夫(

昭
一
八
技) 

秦 

孝
明(

昭
一
九
技) 

今
間
朋
春(

昭
二
〇
技) 

草
場 

知
喜(

昭
二
一
技) 

 

学
内
教
官 

河
嶋 

千
尋 

清
浦 

雷
作 

山
田 

久
夫

川
久
保
正
一
郎 

岩
井 

津
一 

吉
田 

博 

宮
川 

愛
太
郎 

村
田 

順
弘 

斎
藤 

進
六 

佐
多 

敏
之 

 

常
任
幹
事 

庶 

務 
 

素
木 

洋
一 

境
野 

照
雄 

毛
利 

純
一 
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会 

計 

佐
多 

敏
之 

赤
尾 

洋
二 

名
簿
担
当 

宮
川 

愛
太
郎 

  窯
業
同
窓
会
事
業
寄
附
芳
名 

 

(

昭
和
三
十
三
年
度)

(

敬
称
略)

 
 

三
、
〇
〇
〇
円 

大
野 

正
吉 

久
保 

季
吉 

倉
田 
元
治 

二
、
〇
〇
〇
円 

理
学
電
機(
株) 

光
陽
研
磨
材(

株) 

東
京
髙
級
炉
材(
株) 

山
内 

俊
吉 

中
村 

能
一 

 
 
  

倉
田 

貢 

一
、
五
〇
〇
円 

湊 
 

よ
き 
名
取 

賢
荘 

一
、
〇
〇
〇
円 

小
林 

作
平 
鈴
木 

保
雄 

若
林 

滋 
 

村
上
三
五
朗 

髙
橋 

久
男 

 
 

江
副
孫
右
衛
門 

太
田 

千
里 

長
崎 

勧 

宮
内
準
五
郎 

大
野 

一
造 

亀 

啓
三
郎 

真
保 

義
郎 

北
川 

信
吉 

木
船
要
太
郎 

河
嶋 

千
尋 

森
谷 

太
郎 

松
崎 

錠
三 

五
〇
〇
円   

 
 

野
口 

長
次 

佐
々
木
茂
弍 

足
立 

保
彦 

草
間 

保 

水
地 

満
穂 

田
端 

精
一 

各
務 

鉱
三 

斉
藤 

元
良 

長
谷
川
保
和 

鯉
江 

七
郎 

渡
辺 

文
平 

逸
見 

英
一 

角
田 

穎
保 

川
畑 

健
雄 

松
本 

昌
蔵 

山
下 

透 

水
野 

茂
樹 

田
上 

嘉
秋 

古
丸 

勇 
 

左
右
田
孝
男 

田
中 

博
一 

加
藤 

勝
治 

市
塚 

年 
 

西
田 

一
雄 

岩
切 

一
良 

江
藤 

哲
夫 

尾
野 

勇
雄 

清
浦 

雷
作 

山
田 

久
夫 

 
 

川
久
保
正
一
郎 

田
賀
井
秀
夫 

素
木 

洋
一 

稲
生 

謙
次 

吉
田 

博 

岩
井 

津
一 

宮
川
愛
太
郎 

遠
藤 

敏
夫 

三
〇
〇
円 

 
 

川
村
新
太
郎 

村
田 

順
弘 

森
本 

孝
治 

関
口 

淳 

田
村 

忠
臣 

日
笠 

泰
行 

加
藤 

春
美 

大
河
原 

晋 

境
野 

照
雄 

毛
利 

純
一 

佐
多 

敏
之 

斉
藤 

進
六 

近
藤 

連
一 

長
谷
川 

泰 

鈴
木 

弘
茂 

赤
尾 

洋
二 

浜
野 

健
也 

藤
沢 

旭 

二
〇
〇
円 

 
 

酒
井 

亨 
 

斉
藤 

鶴
義 

吉
村 

満
雄 

伊
藤 

豊
成 

御
代
健
次
郎 

塩
田 

正
利 

鳥 

珪
次 

一
〇
〇
円 

 
 

尾
鳥 

正
男 

黒
田 

泰
弘 

 
 

 
 
 

大
場 

立
夫 

上
西 

義
介 

下
平
高
次
郎 

吉
永 

善
子 

青
島 

清
二 

大
矢 

真
吾 

瀬
髙 

信
雄 

田
中 

弘
子 

尚
昭
和
三
十
二
年
度
事
業
寄
附
で
会
誌
第
四
号
に
発

表
後
の
芳
名
は
左
記
の
通
り
で
す(

敬
称
略) 

一
、
〇
〇
〇
円 

福
井
哲 

五
〇
〇
円 

高
山
泰
造 

二
〇
〇
円 

鈴
木
敏
弘 

  東
海
支
部
の
発
足 

本
会
々
誌
第
四
号
に
野
口
氏
が
報
告
さ
れ
た
様
に
名

古
屋
を
中
心
に
瀬
戸
、
多
治
見
、
刈
谷
、
常
滑
、
四
日
市
、

静
岡
方
面
の
同
窓
約
一
五
〇
名
で
東
海
支
部
の
設
置
が

準
備
さ
れ
実
質
的
に
は
組
織
さ
れ
、
昨
年
四
月
に
名
古
屋

で
盛
大
に
催
さ
れ
た
本
会
の
総
会
及
懇
親
会
が
強
固
な

地
か
た
め
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
四
月
の
総
会
に
於
て
規
約

の
一
部
を
改
正
し
別
記
の
様
に
第
十
一
条
に
支
部
設
置

の
件
を
追
加
し
た
。
初
代
支
部
長
に
は
石
塚
正
信
氏(

石

塚
硝
子(

株)

社
長) 

が
推
さ
れ
活
動
を
開
始
し
た
。
現
在

の
支
部
事
務
所
と
役
員
は
左
の
通
り
で
あ
る
。 

                 

 

 

窯
業
同
窓
会
東
海
支
部
事
務
所 

名
古
屋
市
瑞
秘
区
堀
田
通 

 

日
本
特
殊
陶
業
株
式
会
社
内 

支 

部 

長 

松
尾 

義
人 

副
支
部
長 

伊
奈
辰
次
郎
、
小
島
豊
之
進 

常
任
幹
事 

野
村
三
治
、
名
和
二
郎
、
加
藤
正
之 
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野
口
長
次
、
檜
山
真
平
、
水
野
茂
樹 

幹 
 

事 

馬
渡
豪
、
大
石
信
男
、
船
井
長
治 

加
藤
政
良
、
新
居
善
三
郎
、
柴
田
茂
、 

山
本
登
、
加
藤 

鈔 

堀
江 

勲 

  

母
校
東
京
工
大
学
長
に
山
内
俊
吉
教
授
新
任 

内
田
学
長
の
任
期
満
了
に
伴
う
次
期
学
長
の
選
は
六

月
十
八
日
の
第
一
次
選
挙
で
七
氏
が
選
出
さ
れ
次
で
七

月
二
日
に
第
二
次
投
票
を
単
記
無
記
名
方
式
で
過
半
数

が
得
ら
れ
る
迄
を
段
を
追
っ
て
行
わ
れ
た
結
果
別
表
の

様
に
山
内
教
授
が
九
十
三
票
の
過
半
数
を
得
て
当
選
し

内
田
学
長
の
後
任
と
し
て
八
月
一
日
か
ら
新
学
長
に
就

任
さ
れ
た
。
本
学
創
立
当
時
は
校
長
正
木
氏
に
次
で
手
島
、

坂
田
、
吉
武
、
中
村
、
八
木
、
和
田
、
内
田
の
各
氏
を
過

て
九
代
目
で
あ
る
が
本
学
出
身
者
が
選
ば
れ
た
の
は
山

内
教
授
が
最
初
で
而
も
窯
業
の
同
窓
で
あ
る
こ
と
は
御

同
慶
に
堪
え
な
い
次
第
で
あ
り
ま
す
。
御
自
愛
の
上
よ
き

学
長
と
し
て
御
活
躍
を
衷
心
御
祈
り
出
し
上
げ
ま
す
。 

尚
御
承
知
の
様
に
山
内
新
学
長
は
大
正
十
三
年
に
東

京
高
工
窯
業
科
を
卒
業
さ
れ
次
で
九
州
帝
大
採
鉱
科
を

卒
業
後
本
学
に
も
ど
り
講
師
、
助
教
授
、
教
授
を
径
て
現

在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
が
こ
の
間
窯
業
研
究
所
長
を
永

く
勤
め
ら
れ
先
般
工
業
材
料
研
究
所
が
設
立
さ
れ
所
長

に
推
さ
れ
現
在
も
兼
任
し
て
お
ら
れ
る
。 

 候
補
者 

氏
名 

 

第
一
回 

第
二
回 

第
三
回 

第
四
回 

第
五
回 

山 

内 
 

六
二 
 

七
二 

 

八
五 

 

八
七 

 

九
三 

佐
々
木 

 

六
〇 

 

七
二 

 

七
八 

 

八
一 

 
 

八
五 

遠 

山 
 

二
九 

 

二
〇 

 

一
五 

 

一
〇 

  
— 

森 

田 
 
 

九 
  
 

六  
  
— 
 
 
 — 

 
  
— 

二 

見 
 
 

九  
 

一
二 

 
 
—  

 
 —
 

   
— 

海
老
原 

 
 

八 
   —

  
 
 — 

    — 
   — 

津 

村 
 
 

五 
   —

  
 
 — 

    — 
   — 

 

窯
業
コ
ー
ス
卒
業
論
文
発
表
会 

日 

時 

昭
和
三
三
年
三
月
一
一
日(

火)

九
時
〜
一
三
時
半 

場 

所 

東
工
大
本
館
第
九
番
講
議
室 

 

１ 

珪
灰
石
磁
器
の
透
光
性
に
つ
い
て 

 
 

新
井 

博
之 

２ 

珪
灰
石
の
性
質
に
つ
い
て 

 
 

 
 

石
原 

 

毅 

３ 

黒
鉛
の
ガ
ラ
ス
に
よ
る
濡
れ
に
つ
い
て 

 

尾
野 

幹

也 ４ 

示
差
熱
分
析
の
自
動
化
に
関
す
る
研
究 

 

副
島 

繁

雄 ５ 

粉
体
の
混
合
物
の
諸
性
質
に
つ
い
て 

そ
の
１ 

溶
出
現
象
に
つ
い
て 

 
 

田
丸 

貞
美 

６ 

燐
酸
ガ
ラ
ス
の
失
透
に
関
す
る
研
究 

 

波
多
野 

高

文 ７ 
(
a
)
 X

線
に
よ
るC

2 S

の
変
態
に
及
ぼ
すF

e
2 O

3

、 C
2 F

の

影
響
に
関
す
る
研
究 

 
 
 

宮
人 

英
彦 

(
b
)
 X

線
に
よ
るC

2 F

とC
a
O

と
の
固
溶
に
関
す
る
研 

究 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

８ 

ウ
ラ
ン
カ
ー
バ
イ
ド
系
核
燃
料
の
合
成
に
つ
い
て 

 

山
岸 

茂 
 

９ 
(
a
)

球
状
粉
体
の
粒
度
配
合
に
よ
る
内
部
硬
度
分
布 

 
 
(
b)

X

線
に
よ
る
ク
リ
ス
ト
バ
ラ
イ
ト
の
定
量
に
つ
い

て 
  

 
 
 

 
 

山
田 

寛
治 

⒑ 
T
i
C
-
C
O

系
サ
ー
メ
ッ
卜
の
製
造
要
因
に
対
す
る
ラ
バ

ー
プ
レ
ス
の
影
響 

 
 
 

 

渡
辺 

信
彦 

卒
業
式
は
３
月
２
６
日
に
新
講
堂
で
挙
行
さ
れ
学
部

三
二
八
名
、
修
士
課
程
五
一
名
、
博
士
課
程
一
五
名
、
が

夫
々
学
業
成
つ
て
目
出
度
学
園
を
巣
立
つ
て
行
つ
た
。 

 

窯
業
協
会
第
十
二
回
表
彰
受
賞
者 

論
文
賞 

 

東
京
工
大
、
工
業
材
料
研
究
所 

 

教
授 

清
浦
雷
作
氏 

技
術
賞 

 

東
海
炉
材(

株)

取
締
役
知
立
工
場
長 

 

浮
洲
武
彦
氏 

同 
 
 

 

名
古
屋
工
業
技
術
試
験
所
第
五
部
第
一
課
長 

 

伊
藤
幸
人
氏 

 

工
学
博
士
授
与 

大
阪
工
業
試
験
所 

田
中
広
吉
氏(

昭
和
十
七
年
卒)

は

先
に
学
位
論
文(

セ
ラ
ミ
ッ
ク
コ
ー
チ
ン
グ
に
関
す
る
研

究)

を
工
大
へ
提
出
公
聴
会
を
経
て
審
査
の
結
果
去
る
七

月
に
工
学
博
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ
た
。 

 

工
業
材
料
研
究
所
発
足 

本
学
附
置
研
究
所
の
窯
業
研
究
所
と
建
築
材
料
研
究

所
が
合
併
さ
れ
四
月
一
日
か
ら
新
た
に
工
業
材
料
研
究

所
が
設
置
さ
れ
山
内
教
授
が
初
代
の
所
長
に
推
さ
れ
現

在
も
学
長
と
兼
任
さ
れ
て
い
る
。 

 

学
位
論
文
公
聴
会 

本
学
工
業
材
料
研
究
所
助
教
授 

田
賀
井
秀
夫
氏
の
学

位
論
文
「
ド
ロ
マ
イ
ト
ク
リ
ン
カ
ー
の
消
化
防
止
に
関
す

る
研
究
」
に
関
す
る
公
聴
会
が
十
月
六
日
本
学
第
一
会
議

室
で
開
催
さ
れ
た
。 

 

退
職
の
三
氏 

湊
よ
き
さ
ん 

昭
和
二
年
作
業
員
と
し
て
勤
め
窯
業

の
お
ば
さ
ん
で
親
し
ま
れ
て
い
た
湊
さ
ん
は
六
月
末
に

退
職
さ
れ
た
が
こ
れ
よ
り
先
本
学
七
十
七
回
創
立
記
念

式
典
席
上
で
永
年
勤
続
表
彰
状
と
記
念
品
が
内
田
学
長

か
ら
授
与
さ
れ
た
。 

杉
浦
孝
三
氏(

地
学
教
室
助
手) 

六
月
末
に
退
職
さ
れ
三
井
金
属
鉱
業(

株)

東
京
研
究
所

へ
栄
転
さ
れ
た
。 
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柴
本
房
子
さ
ん(

山
内
教
授
室)

も
六
月
末
退
職
さ
れ

た
。
御
結
婚
の
準
備
か
と
拝
察
さ
れ
る
。 

 

故
熊
沢
先
生
墓
石
建
立 

熊
沢
治
郎
吉
氏(

明
治
三
十
年
卒)

は
我
国
窯
業
界
に

大
な
る
御
功
績
を
残
さ
れ
去
る
六
月
二
日
八
十
六
才
の

長
寿
を
全
う
さ
れ
遂
に
御
永
眠
さ
れ
た
の
で
先
生
と
師

弟
関
係
に
あ
る
同
窓
が
中
心
と
な
り
墓
石
建
立
資
金
が

募
集
さ
れ
た
。
取
扱
は
東
海
支
部(

日
本
特
殊
陶
業
株
式

会
社
内
、
支
部
長
松
尾
義
人
氏)
で
御
世
話
下
さ
っ
た
。 

 

会
員
訃
報 

左
記
の
方
々
は
永
年
窯
業
界
の
為
に
御
尽
力
さ
れ
ま

し
た
が
先
般
御
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。
同
窓
一
同
哀
悼
の
意

を
表
し
ま
す
。
物
故
さ
れ
た
方
方
生
前
の
御
功
績
を
感
謝

し
御
冥
福
を
御
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

熊
沢
治
郎
吉
氏(

明
治
三
十
年
卒)

六
月
二
日 

御
永
眠 

笹
井
熊
之
助
氏(

明
治
三
七
年
卒)

一
月
二
七
日
御
永
眠 

堅
田 

欽
次
氏(

明
治
四
十
年
卒)

四
月
四
日 

御
永
眠 

井
上 

進
吾
氏(

大
正
八
年
卒)

七
月
二
日 

 

御
永
眠 

谷
沢 

喜
信
氏(

昭
和
三
年
卒)

十
月
二
十
三
日
御
永
眠 

西
尾 

義
雅
氏(

昭
和
九
年
卒)

四
月
八
日 

 

御
永
眠 

 

無
機
材
料(

窯
業)

四
年
生
就
職
予
定
先 

 

氏 

名 
 

会 

社 

名 
 
 
 

 

勤
務
地 

秋
田
育
男 

国
際
工
機
Ｋ
Ｋ 

 
 
 

 

東
京
都 

氏
原
慶
二 

セ
ン
ト
ラ
ル
板
硝
子
Ｋ
Ｋ 

堺 

市 

内
山 

浩 

三
井
金
属
鉱
業
Ｋ
Ｋ  

遠
藤
正
昭 

日
本
板
硝
子
Ｋ
Ｋ 

大
菌
周
三 

東
洋
陶
器
Ｋ
Ｋ  

 
 
 

茅
ケ
崎 

清
末
義
和 

東
洋
陶
器
Ｋ
Ｋ 

 
 
 

 

小 

倉 

桑
原 

誠 

東
工
大
大
学
院 

清
水 

広 

八
幡
化
学
工
業
Ｋ
Ｋ  

 

八 

幡 

田
辺
徳
也 

黒
崎
窯
業
Ｋ
Ｋ  

 
 
 

八 

幡 

田
平
伸
生 

日
本
特
殊
陶
業
Ｋ
Ｋ  

 

名
古
屋 

武 

孝
夫 

小
野
田
セ
メ
ン
ト
Ｋ
Ｋ  

辻 

敏
夫 

日
本
セ
メ
ン
ト
Ｋ
Ｋ 

中
川
真
澄 

三
菱
セ
メ
ン
ト
Ｋ
Ｋ     

八 

幡 

丹
羽
愛
礼 

日
綿
実
業
Ｋ
Ｋ 

福
永
敏
宏 

徳
山
曹
達
Ｋ
Ｋ 

 
 
 

 

徳 

山 

吉
田
正
明 

東
京
芝
浦
電
気
Ｋ
Ｋ 

中
村
純
一 

富
士
通
信
機
製
造
Ｋ
Ｋ   

川 

崎 

青
木
英
一 

大
阪
窯
業
耐
火
煉
瓦
Ｋ
Ｋ 

 

編 

集 

後 

記 

〇
会
員
並
に
窯
業
関
係
の
皆
様
に
は
い
つ
も
御
健
や
か

で
窯
業
界
発
展
の
為
に
御
活
躍
の
こ
と
と
拝
察
し
大

慶
に
存
じ
上
げ
ま
す
。 

隔
年
発
行
の
本
会
名
薄
も
皆
様
の
御
支
援
と
広
告
御

掲
載
に
よ
り
資
金
面
で
御
援
助
下
さ
っ
た
各
社
の
御

厚
意
で
御
手
許
に
送
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
有
難
う

御
座
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
二
年
間
を
フ
ル
に
御
活
用

し
て
頂
け
れ
ば
幸
で
す
。
ま
だ
不
備
の
点
も
あ
る
と
思

い
ま
す
が
皆
様
も
勤
務
先
や
住
所
に
御
移
動
が
あ
り

ま
し
た
節
は
御
手
数
乍
ら
御
知
ら
せ
願
い
ま
す
。 

〇
こ
の
名
薄
は
従
来
と
少
し
編
集
を
変
え
ま
し
た
。
即
ち

昭
和
十
六
年
か
ら
二
十
一
年
迄
の
卒
業
生
を
出
し
た

工
業
技
術
員
養
成
所
と
昭
和
二
十
三
年
卒
業
の
専
門

部
の
名
簿
は
従
来
見
安
い
為
な
ど
も
あ
っ
て
別
に
纏

め
て
お
り
ま
し
た
が
現
在
之
等
卒
業
生
諸
兄
は
夫
々

重
要
な
地
位
で
活
躍
さ
れ
て
居
る
の
に
差
別
待
遇
の

様
に
見
ら
れ
面
白
く
な
い
な
ど
の
御
意
見
も
出
た
の

で
常
任
幹
事
会
に
も
図
り
今
回
の
様
に
各
年
度
学
部

と
併
記
し
ま
し
た
の
で
御
諒
承
願
い
た
い
と
存
じ
ま

す
。 

〇
会
誌
五
号
と
し
て
の
記
事
を
簡
単
に
圧
縮
し
て
名
簿

の
末
尾
に
附
記
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
い
や
な
言
葉
で
す

が
経
費
や
其
他
の
事
情
で
止
む
な
く
や
っ
た
こ
と
で

御
用
捨
願
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

〇
本
学
山
内
俊
吉
教
授
が
別
記
の
様
に
卒
業
生
と
し
て

初
の
学
長
に
推
さ
れ
ま
し
た
。
御
同
慶
に
堪
え
ま
せ
ん
。

ど
う
ぞ
御
自
愛
の
上
御
活
躍
を
御
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。 

〇
本
会
に
最
初
の
東
海
支
部
が
生
れ
ま
し
た
。
窯
業
生
産

の
中
心
地
で
あ
る
こ
の
地
域
の
皆
様
ど
う
ぞ
窯
業
界

の
発
展
を
支
部
の
力
で
一
層
促
進
さ
せ
て
頂
き
た
い

と
存
じ
ま
す
。
皆
様
の
御
健
在
を
御
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。 

〇
昭
和
十
八
年
以
来
十
五
年
間
活
躍
し
窯
業
界
に
貢
献

し
続
け
て
来
た
窯
業
研
究
所
が
建
築
材
料
研
究
所
と

共
に
発
展
的
に
解
消
し
て
工
業
材
料
研
究
所
が
創
設

さ
れ
た
。
窯
研
の
名
が
消
え
た
こ
と
は
淋
し
い
気
も
す

る
が
一
層
広
い
無
機
材
料
分
野
の
開
発
研
究
に
期
待

し
先
生
方
の
御
健
在
と
御
研
鑽
を
御
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。 

尚
末
筆
乍
ら
会
誌
第
四
号
の
日
本
陶
器
株
式
会
社
広

告
で
マ
ー
ク
が
反
対
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
編
集
校

正
の
不
行
届
を
御
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

(

宮
川
愛
太
郎) 

 

昭
和
三
十
三
年
十
二
月
五
日 

印
刷 

昭
和
三
十
三
年
十
二
月
十
日 

発
行 

編
集
兼
発
行
人 

   

宮 

川 

愛 

太 

郎 
 

発 

行 

所  
  

窯 

業 

同 

窓 

会 
 

東
京
都
目
黒
区
大
岡
山
一
番
地 

東 

京 

工 

業 

大 

学 

内  

振
替
口
座
東
京
一
九
六
八
五
五
番  

印
刷
所
株
式
会
社  

   

技 
 

報 
 

堂 
 

印 

刷 

者  
   

   
 

大 

沼 

正 

吉 
 

 


